
氏名 光石亜由美

大学院博士後期課
程担当科目

奈良大学特別研究「奈良に関する資料のデジタルアーカイブの構築と活用」

科学研究費補助金
・基盤研究B　研究分担者 研究課題：占領期ローカルメディアに関する資料調査および総合的
考察（研究代表者：大原祐治・千葉大学）
・基盤研究B　研究分担者 研究課題：中村古峡資料群と近代の〈異常心理〉に関する総合的研
究（研究代表者：竹内瑞穂・愛知淑徳大学）
・国際共同研究加速基金(国際共同研究強化(B))研究分担者　研究課題：1930年代における東
アジア女性雑誌の比較研究（研究代表者：飯田祐子・名古屋大学）
国際日本文化研究センター　共同研究　研究員

・奈良文化論通信教育部担当科
目

所属学会

研究課題

（今年度は担当なし）

日本近代文学専門分野

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

最終学歴

　【研究上の特記事項】

自然主義文学をはじめとする、文学におけるセクシュアリティ言説の形成

・模擬授業（市岡高等学校、7/16）
・模擬授業（日新高等学校、10/29）
・模擬授業（大阪産業大学付属高校、12/3）

学部担当科目

・言語・文学Ⅰ、Ⅱ
・国文学の世界
・国文学講読
・演習Ⅰ
・演習Ⅱ
・国文学史Ⅳ
・近代文学概論Ⅰ
・近代小説論
・基礎演習Ⅱ

・入学センター長
・奈良大学総合研究所員
・文芸部顧問
・書道部顧問
・学長選選挙管理委員

　【社会的活動】

令　和　3　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会、日本文学協会、昭和文学会、日本比較文学会、韓国日本語文学会

名古屋大学大学院人間情報学研究科・博士後期課程満期退了

博士（学術）

授業科目

　【教育上の特記事項】

・日本近代文学会評議委員
・日本文学協会委員
・日本近代文学会関西支部運営委員
・昭和文学会編集委員
・生駒市市史編さん委員

　【学内活動】
（学内職歴を含む）



単著

単著

単著

単著

共著

単独

単独

単著

単著

①

②

『叙説』Ⅲ-19、pp.44-
50

2022年2月

③

⑤「奈良の戦後雑誌（１）『大和
文学』の目次と主要記事解説」

2022年3月

2022年2月

『シリーズ・世界の文学
をひらく⑤日本文学の
見取り図―宮崎駿から
古事記まで』（ミネル
ヴァ書房）pp.162-163

奈良大学大学院研究
年報、第27号、pp.69-
89
＊中嶋優隆との共同
執筆

2021年10月17日

発行又は
発表の年月

昭和文学研究、第83
集、p.252

2021年9月

坪井秀人編『戦後日本
の傷跡』（臨川書房）
pp.292-305

（学術論文）

2021年5月

阪本博志編『大宅壮一
文庫解体新書―雑誌
図書館の全貌とその研
究活用』（勉誠出版）
pp.179-193

東アジアと同時代日本語文学フォーラ
ム（オンライン開催）

（著書）

③

単著､
共著
の別

日本近代文学会「会
報」135号、pp.27-28

昭和文学会（オンライン開催）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

概　　　　　　　要
発行所、発表雑誌等

又は発表学会等の名称

①〈民族〉と〈愛〉――映画「李

朝残影」（이조잔영）から「박

열」（金子文子と朴烈）まで――

②（新刊紹介）一柳廣孝著
『〈こっくりさん〉と〈千里眼〉・増
補版  日本近代と心霊学』

（その他）

①「大宅壮一文庫雑誌記事索
引」にみる性風俗の歴史―「ト
ルコ風呂」の元祖、「東京温泉」
を例に　」

④「敗戦のトラウマと性的不能、
あるいはエロティックな戦争」

③「二　近代　37　田山花袋」

①　（所感）6月例会所感（特
集：デジタル・ヒューマニティー
ズと文学研究のこれから）

②「大宅壮一文庫雑誌記事索
引」にみる性風俗の歴史（パネ
ル：雑誌アーカイブを活用した
近現代日本文学・文化研究
大宅壮一文庫を中心に）

③

2021年9月

（学会発表）

②「終わらない「復讐」―廣木隆
一『彼女の人生は間違いじゃな
い』」

2021年10月

2021年6月19日


